
抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等におけ
る中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

【現行の経営体制・手法を継続する理由】
現行の経営体制・手法で、健全な事業運営が実施できているため。
【今後の経営改革の方向性等】
将来の人口規模を踏まえた適正な設備投資計画を策定することで、健全な収支バランスを保つ。
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（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

（取組の概要） （方式） （導入・契約（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

施設名

各務原市 下水道事業 公共下水道 ―
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制度
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●

取組事項 （下水道事業）広域化等

実施済
汚水処理施設の

統廃合

集落排水･公共下水と
の統合

特環下水と公共下
水との統合

その他

処理場廃止あり 処理場廃止なし

年 月 日

公共下水･流域下
水の統合

公共下水同士
の統合

百万円(年)

検討中 ● 県の汚水処理施設と統合する
ことを検討中。

令和5年3月に策定の県の計画に、概略検討として盛り込み
済み。

汚泥処理の
共同化

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理施設
の選択（最適化）

実施予定

取組事項 民間活用（ＰＰＰ/ＰＦＩ方式の活用）

実施済
BTO方式 公共施設

等運営権
方式（コン
セッション
方式）

BOT方式

BOO方式

百万円(年)

検討中 ●
PPPの一手法である下水道管
路施設の包括的民間委託に
ついて取組を検討中。

令和５年３月に、PPP/PFI提案窓口を設置

年 月 日DBO方式 その他

港湾運営
会社制度

実施予定
DB方式

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）

実施状況
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